
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[登壇者] 

代表取締役（兼）社長執行役員 COO 水野 克己（以下、水野） 

常務執行役員 CFO    根岸 正樹（以下、根岸） 

 

 

 

 

株式会社クレディセゾン 

2025 年度決算説明会 

 

2026 年 5 月 15 日 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

水野：水野でございます。長期的な成長に向けた戦略の方向性と主要事業の戦略についてご説明を

させていただきます。 

4 ページ目をご覧ください。 

24 年度～26 年度の中期経営計画で連結事業利益 1,000 億円の目標を掲げました。当初はアグレッ

シブな目標だと様々なところで言われましたが、おかげさまをもちまして、1 年前倒しで連結事業

利益 1,000 億円を達成することができました。 

2 年連続の過去最高益ということで、基本的には国内事業の成長戦略と構造改革が非常にうまくい

ったところと、一部グローバルについては、想定していなかった事象が発生しましたが、それもカ

バーして、力強い成長を実現できたと思います。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

5 ページ目でございます。 

収益基盤については強固なものになってきております。一方で、24 年度から 25 年度にかけて、不

確実性の低減ということで、国内事業および海外事業で成長が見込めない事業からの撤退、もしく

はポートフォリオの入れ替えを判断いたしました。 

特に国内においてはアミューズメント事業、グローバルにおいてはタイ事業、現在撤退に向けて協

議中のインドネシア事業など選択と集中を進めてまいりました。 

中期経営計画の最終年度となります 26 年度については、成果創出と成長投資の両立を進めてまい

りたいと考えております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

6 ページ目でございます。 

環境変化を踏まえた長期的な成長に向けた戦略の方向性です。4 月に日銀は利上げを見送りました

が、当社としては今年度中の利上げを前提とした事業運営をしていくことを計画しております。 

その中で、事業変革の方向性は、調達構造の転換や、非金利収入の拡大、資本循環型モデル、ま

た、外部資本活用といった今までの既存ビジネスに加えた変革を進めてまいりたいと思います。銀

行機能、証券機能等の実装を検討しており、提携や M&A も含めて実現を目指してまいりたいと考

えております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

7 ページ目でございます。 

26 年度における資本政策に対する考え方でございます。 

26 年度につきましては中期経営計画の最終年度ということで、次期中計を見据えて積極的に成長

に資する投資機会を追求してまいりたいと思います。提携・M&A 等、様々な手法を駆使しながら

今の既存事業をフォローアップする、もしくは新規事業を立ち上げる部分も含めて、資本を投下し

ていくことを、積極的に進めてまいりたいと思います。 

株主還元につきましては、安定的かつ継続的な配当方針を掲げており、26 年度配当につきまして

は 160 円、配当性向 30.4%の見通しで、130 円から 160 円に増配の見込みとなっております。 

現在 23%程度自己株式を保有していますが、10%程度まで圧縮をすることを進めてまいりたいと思

います。 

当社はノンバンクですので、資金の安定性の維持ということで、格付けに関しましては維持向上を

今後も目指してまいりたいと考えております。 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

続きまして主要事業の戦略でございます。 

10 ページ目、まずはグローバル事業でございます。 

25 年度においては、中期経営計画を策定したときは想定していなかった関係当局の規制の変化に

加えて、インドネシアの減損を進め、グローバルセグメントはマイナス 14 億円の着地になりまし

た。もともとこの中期経営計画で掲げていたグローバル事業で 200 億円を目指すことについて

は、1 年半から 2 年程度後ろ倒しになると、前回発表させていただきましたが、26 年度の計画に

ついてはその足場固めとして、特にインドにおいては 25 年度下期以降 V 字回復を果たしており、

100 億円規模の事業利益を目指せる体制に向けた確実性が高まったのではないかと考えておりま

す。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

続きまして 11 ページ目でございます。このインド事業につきましては、調整局面を経て成長加速

局面に入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

12 ページ目、債権残高でございます。 

25 年度トータルでは約 3,800 億円超の債権残高を積むことができました。ポートフォリオに変わ

りつつあり、有担保ローンの債権残高が増えております。 

現地ではリスクコントロールの継続、回収力の強化、このような新たなポートフォリオを加えるこ

とで、より安定的な収益基盤をつくることにこの 1 年注力してまいりましたので、確実性を持って

利益規模を追いかけられる体制になったと考えております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

続きまして 13 ページ目でございます。 

ブラジル事業につきましては、インドに次ぐ成長エンジンと考えております。25 年度の実績は

17.3 億円、前年差 4.5 億円。債権残高は 212 億円、26 年度については約 400 億円を目指しており

ます。 

26 年度の利益貢献を約 11 億円の計画としているのは、新聞等々で報道されている通り、現地で金

融ライセンス取得に向けた準備を進めております。 

ガバナンス体制強化、人の採用等で先行コストが出る形になりますので利益は若干沈みますが、ラ

イセンス取得後は、インドモデルをブラジルで展開することで成長が期待できます。まずはライセ

ンス取得を今期中に進めてまいりたいと考えております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

続きまして 14 ページ目、ベトナム事業でございます。 

ベトナムにつきましては、現地の会計基準と IFRS ベースでの取り組み部分に関して差異が出てお

ります。事業貢献利益は前年度マイナス 27.4 億円と、下がったように見えますけれども、債権が

順調に積み上がったことにより、IFRS ベースでは将来リスクを先に引当を当てるスキームにより

ECL を織り込んだ影響になります。債権残高の規模は、25 年度で約 1,500 億円と順調に拡大して

おります。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

15 ページ目はインドにおける主な事業モデルとなりますので、お読み取りいただければと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

16 ページ目でございます。 

左上のところに、不良債権比率（GNPA）を出させていただいております。 

回収力の強化、与信の引き締め等々がございまして、25 年度第 4Q においては 1.3%と、非常に低

位で推移している状況です。 

当初は、徐々に上昇していくと予測しておりましたが、現地での与信機能の強化、回収機能の強化

によって非常に低位で抑えられております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

17 ページ目でございます。 

インド事業はノンバンクですので、資金調達が重要と考えております。現地の商業銀行、インドの

政府系銀行含め、62 のパートナー金融機関から、運転資金ローンや ECB 等様々なものを組み合わ

せながら、3,000 億円超の借入を実施するなど安定的に資金調達の基盤ができていると考えており

ます。 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

18 ページ目は現地決算と連結決算の差異要因でございますので、読み取りいただければと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

20 ページ目、国内事業のペイメント事業でございます。 

中長期的な成長に向けた成長展開ということで、中期経営計画の中で掲げていたプレミアム戦略に

ついては順調に推移しております。 

加えて、AI・DX を活用した構造改革を推進しており、この両面でペイメント事業については収益

性と生産性が上がってきています。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

21 ページ目をご覧ください。 

プレミアム戦略で構築した収益基盤をベースに、一般カードの獲得を 26 年度については再強化し

てまいりたいと考えております。 

プレミアムカードは、高単価、高稼動さらにはショッピングリボ、キャッシングといった残高商品

もご利用いただく傾向が見えておりますので、ランクアップ基盤となる一般カードを今期について

は積極的に投資をしていきながら、獲得してまいりたいと考えております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

22 ページ目、具体的な展開でございます。 

昨年度の DMM との新規提携に加えて、三井不動産、東宝グループ等とも提携しております。東宝

グループとは映画館のカードで協業しておりましたが、映画鑑賞に加え、演劇やグッズのお買物な

ど、東宝グループのサービスを横断してお楽しみいただけるカードへと刷新しました。いわゆる推

し活・IP 領域といった、他社がポイント還元で攻めてくるところを、当社はファン層、ファンク

ラブを、提携先と連携しながら囲い込んでまいります。このお客様の利用動向を見ながら、プレミ

アムカードにランクアップをしていくという戦略を 26 年度も積極的に推進してまいりたいと考え

ております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

23 ページ目でございます。 

1 回払いでは利益の創出が難しい時代に入っておりますので、いかに分割、リボ払いをご利用いた

だくかがポイントになります。2024 年に導入しました、あとから分割機能が有効に機能してお

り、26 年 3 月末時点では分割・リボ両方の残高を合わせまして約 5,500 億円強に拡大。一回払い

から分割・リボへの利用シフトにより着実に残高拡大を目指してまいります。 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

25 ページ目、ファイナンス事業でございます。 

25 年度期初目標の 360 億円に対して、25 年度着地が 470 億円となっております。ファンデック

ス、クレディセゾン、スルガ銀行、この三つのビークルが、不動産市況の活況というところもあ

り、着実に利益を積んでおります。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

26 ページ目、保証ビジネスです。 

セゾンファンデックスがマーケットの獲得に成功しております。不動産担保ローン保証を中心に地

方の金融機関と連携をしながら着実に残高を積んでいる部分と、クレディセゾンも住宅ローン保証

を展開しており、着実に残高が伸びていることで、アセットを使わないビジネスで積極的に展開を

してまいりたいと考えております。 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

27 ページ目でございます。 

不動産ファイナンスビジネスです。セゾンファンデックスとクレディセゾン、スルガ銀行の残高が

堅調に推移をしております。不動産市況、都内のマンションニーズについても堅調に推移し、特に

スルガ銀行とのコラボレーションローンは、着実に残高を積めております。 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

29 ページ目、DX と AI を全面的に活用していく戦略を掲げておりましたけれども、非常に機能し

ております。 

加えて、人的資本に対する組織力の強化、タスク型ダイバーシティ、中途入社されているテック系

の皆さんは非常にスキルを持った方に入社いただいており、将来にわたって強力な競争力になると

考えております。 

加えて既存の社員に対しても社員還元、エンゲージメント等々も含めてフォローアップしていくこ

とで強い組織体に変えていこうと今進めている段階でございます。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

30 ページ目、CSAX 戦略です。 

全事業部、全社員の業務を AI 前提に再設計をする目標を掲げておりました。昨年度 9 月にこの目

標を発表させていただいた後、3,700 名の社員に対して ChatGPT エンタープライズのアカウント

を発行する計画と、まずは使いこなすことを目標に置いておりましたが、想定以上に早く進んでお

ります。 

すでに全社員の配布については終了しており、ChatGPT 以外にも、Google の NotebookLM や

Gemini 等、順次新しいものが出ればすぐ試してみるというやり方を進めております。 

今期においては、AI を使うという前提だけではなくて、実用性・効率性は確認ができましたの

で、ここから顧客体験の向上と、収益にどうやって寄与させるかというフェーズに入ったと思いま

す。積極的に AI を使い倒すというようなことを進めてまいりたいと思います。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

31 ページ目でございます。 

DX 推進について外部から評価をいただいています。おかげさまで 4 年連続 DX 銘柄に選定されて

おります。 

当社は顧客情報をお預かりしてセキュリティが非常に大事なカード会社でもあり、守るべきところ

とデジタルで革新していくべきところ、信頼性と俊敏性の両面をうまく取り入れているという評価

をいただいております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

その一例が 32 ページ目でございます。 

ペイメントについては、25 年度に展開させていただいたアプリ改善の一例でございます。毎月ア

ジャイル開発を入れながら、変革していくやり方を進めております。今も継続的に進めております

けども、こういったことが UIUX の改善につながっていくのだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

33 ページ目、ファイナンス事業の DX です。不動産業界、信用保証、リース等、相手先もあって

なかなか DX が進まない領域ではありましたが、中期経営計画の間にデジタル化、IT 化を武装して

しまおうと計画を立てております。こちらについても順調に、それぞれの事業部で実装できている

段階になります。後々の生産性もしくは顧客体験の向上という部分で武器になってくると思いま

す。 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

34 ページ目、人的資本投資による企業価値の向上についてです。 

高付加価値人材の創出と、組織パフォーマンスを最大化。よりエンゲージメントを高めて、企業成

長に対して寄与していくことを前向きに捉えていくことを進めていきます。過去最高益を連続で達

成しているとおり、結果も出せていると感じております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

35 ページ目です。 

KPI を置いた中で、各種指標も上がっておりますので、これを通過点としながら、今後、次の中期

経営計画も見据えて、様々な経営指標を向上させていきたいと思います。 

私からは以上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

根岸：根岸でございます。私から、25 年度の連結業績をご報告したいと思います。 

37 ページをご覧ください。 

連結の純収益は、4,727 億円で前年対比 111%、事業利益につきましては 1,019 億円で前比

108％、26 年度目標としていた 1,000 億円の目標を超えてきました。 

なお、当期利益につきましては 627 億円で、前年対比で 94%ですが、すでにご報告しております

とおり、コンチェルト社のアミューズメント事業からの撤退に伴う損失などの影響もございまし

て、前年を下回っているというところでございます。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

39 ページでございます。 

アミューズメント事業の整理がございました関係で、今回からエンタテインメントセグメントにつ

いては、ペイメントセグメントと統合してまいりたいと考えております。 

今回は旧ペイメント、旧エンタテインメントそれぞれ下部に記しておりますのでそちらをご覧くだ

さい。旧ペイメント、25 年度につきましては結果 306 億円。前比で 101.9％でございましたが、

24 年度につきましてはコロナの特別引当金の取り崩しが 87 億円ございました。そこからの 306

億円ですので、プラス 94 億円ほど伸ばせた結果となります。 

またファイナンスセグメントにつきましては 473 億円、前比で 121％。クレディセゾン、セゾンフ

ァンデックスの信用保証事業、不動産担保ローンの事業が好調に推移したことに加え、持分適用先

のスルガ銀行の業績も堅調に推移したことが大きく寄与していただいております。 

また不動産関連セグメントにつきましては 192 億円で、前比で 118％。セゾンリアルティの整理事

業資産売却益計上が貢献した結果、最終的には 192 億円で着地いたしました。 

グローバルにつきましては、インドネシアなどの影響もあってマイナス 14 億円で着地をしており

ます。 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

41 ページ、関係会社についてです。 

連結子会社をご覧いただきますと、セゾンファンデックスにつきましては貢献利益 177 億円、前

年差でプラス 47 億円。セゾンリアルティグループも整理事業資産売却益計上もあり 114 億円で、

前年差プラス 21 億円。Kisetsu Saison Finance につきましては、引当指針の影響はございました

けれども、結果としては 51 億円ということで前年ほぼ同水準を確保しております。 

また、持分法適用関連会社のスルガ銀行については 73 億円で、前年差プラス 16 億円でございま

した。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

42 ページ、債権リスクについてです。 

連結はインドネシア事業の影響があるということを捉えていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

43 ページ、国内の単体債権リスクについてです。 

上半分が単体のクレジットカード事業の 90 日以上延滞率の推移でございます。 

第 4 四半期、もう少し下がってくると想定していましたけれども、第三者介入の水準と破産に至る

債権の水準が思ったほど下がらなかったというのが正直なところではございます。 

貸倒コストで見ますと 3 カ月間で大体 95 億円から 100 億円程度で推移をしており、傾向として、

何か大きく悪化することはないだろうと捉えております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

47 ページ、26 年度の業績予想でございます。 

連結純収益につきましては 5,075 億円、前比 107％、事業利益につきましては 1,100 億円、前比

107％。当期利益につきましては 755 億円、前比 120％超で計画を組んでおります。 

今回、当期利益は 755 億円を目指す形となりますけれども、これが達成できれば当期利益ベース

での最高益を更新できる水準になっております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

48 ページでございます。 

ペイメントは、旧ペイメントで見ていただければと思います。306 億円から進行期は 320 億円、前

比 104.5％となっております。 

ファイナンスは、硬めに計画を立てている部分もありますけれども 487 億円、前比 102.9％。不動

産関連は、セゾンリアルティの整理事業資産売却が残り 1 物件となり、それも含めて 140 億円の

目標感になります。 

最後、グローバルは 25 年度に処理するべきことは全て処理ができましたので、90 億円の目標を掲

げてインドを中心に事業展開を進めてまいりたいと考えております。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

最後、49 ページでございます。 

25 年度については、来月の総会で 1 株当たり配当については 130 円で提案させていただく予定で

ございます。また、この 26 年度につきましては、当期利益の目標も勘案した中で 1 株当たり 160

円の見通しさせていただいています。 

私からは以上です。ありがとうございました。 

 


